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　学報Dで私はインフルエンザ（以下「イ」と略す）
の流行及び不二性感染の際，各株ウイルス下下
「ウ」と略す）に対する抗体の出現推移と個体の年
齢素因との関係につ“て観察したが，この報告は
それぞれの抗体と年齢との箪相関によって考察し
．たものであった。しかし「イ」の感染によって生
じる抗体の特異性は種々の因子により質的並びに
量的に影響されることが知られているので，2）’9）本
報でぽこの点を考慮して他の因子の影響を除くた
めに偏相関を用いて三型抗体の間に存在する本質
的な関係を観察するとともに，この方法によって
前報に述べた内野産生と年齢素因の関係を改めて
槍討した。
　　　　　　　　　研究方法
　1｝資　料：前報1）の研究に用いた抗体測窟資料か
ら各時期において同一個体について2株以上の「ウ」に対
する抗体が測定されている者を選んだ。解析に用いた抗体
はPR　8，1、ee，　FM　1及び松本の4種で，抗体債の表示や集
團の年齢区分はすべて前報と同様である。
　2）解析方法：それぞれの時期に測定した各株「ウ」
に対する抗体償を互いに2種宛組合せて箪相関，並びに他
の2種の抗体の影響を除いた2次の偏相関，さらに年齢の
影響を除いた3次の偏相関係数を計算した。各係数は次の
式によって求めた。
　　　　rl一］．34・一kn－1）一rln．3g・一（n－Drn・2・34一〈n－1＞
　　　　V［＝ii’illiil：IEII：一1－lin－3＋一cn－i　V’li一’IFillE：lfi：lill一：一ilO‘nL．o・3d一．　i－i’”（1）r肥・31・鴨n＝二
また偏相関係数の有意性は帰無仮説ρ＝0に対して
t＝＝一ttllll－lilliliillil－il．liliiliilllirziL）i2，，illilrzi：：：！L’i，：i4”’n・…一・・・・・・・…一・…一・…一r・・一・・．（2）
　　（d・f＝N－p－2，pは偏相関の次数）
を用いて楡定し，10）更に各偏相関係数聞の差異の有意性は
＊本論丈の要旨は第3回北海道公衆衛生学会（昭26，10）
　第6．回日木：公衆衛生学会（昭26，11），第22回日本衙生
　学会（昭27，4）及び北海道医学会第28回大会1昭27，
　6）の席上それぞれ一部を発表した。
ユ）夕卜園：札幌医誌4，304（1953）．
2）　Taylor，　R．　M．　＆　Dreguss，　M．：　J．　lnfect．　Dis．　68，
　79　（1941）．
3）　Horsfal］，　F．　L．　＆　Rickard，　E．　R，　：　J．　Exp．　Med．　74，
　433　（1941）．
4）’　Bodily，　H．　L．　＆　Eaton，　M．　D．　：　J．　lmmunoL　45，　193
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　　（1950）より引用．
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　　tanhei　ri2．3g…n－tanh’i　rJ3．gQr・一・n
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　（但しpは偏相関の次数）
が近似的に正規分布をなすことによって槍．定した11）。
成 績
　　　　　　　　A．各抗体相互の関係
　それぞれの時期において測定された各株「ウ」に対する
抗体儂の相互の関係を軍相関及び偏相関をもつて表わ．すと
Table　1～3の如くである。
Table　1．Partial　CorTegation　CoeLfiicdents　bet2ueen　Serum　Antibodll　Titers
プbγ17～zrious　lnfluenzα7伽s　StTains伽」吻θ，1951
CombinatiQn　of　．antibody
PR　8　（1）　；　Lee　C2）
PR　S（1）：　FM　1（5，）
PR　8　（1）　：　Matsumoto　（4）
Lee　（2）：　FM　l　r3J
Lee　（2）　：　Matsumoto（4）
FM　1　C3）　：　Matsumoto　（4）
Partial　correlation　eoeMeient
Zero－order
12
P3
@
??
???
43r
　O．67acX
－O．llbe
一　O，24acN
一　O．07　・
一　O．20xn
　O．42acX
Second－order
r12．31
r樗・31
・r！4．Li：
r　・23．　14
r21．1：l
r：“　12
　ct67eex
－O．03
－O，12ee
　O．03
－O．06
　0．41esN
Third－order
r且2・390「
r13．215
r14・235
rL）！1．14ro
r24．13［ri
r34．ILi5
　0．4S撒
一〇．05
　0．09
　0．02
　0．05
　0．40eeee
Note：　Digit　5　in　the　independent　variables　of　r　of　fourth　eolumn　represents　age．
　　　　xand　ac’「e　ipdicate　the　statis七ical　confidences　with　the　significance　level　of　5％and
　　　　1タ多respectively・
　1）昭和26年6月における成績：前町に述べた如唱く昭
和26年1～2刀頃にこの白痴を含む地城にA－prime株に
よる「イ」の流行があったこ．とが確認されているので，從
ってTable　1はこの流行目火慰後約4箇月を経過した時期．の
状態を示すものと見倣される。表に見るように革相関では
殆どすべての抗体の組合せにおいて有意の関係が認められ
るが，他の因子の影響を清去す．るに從って相関度が低下し
3次の偏粗略においても有意なる関係を保特しているもの
はPR　8対しee抗体と，　FM　1対松本抗体の関係のみであ
る。即ちこれ等の8抗体償の問には他種め抗体及び集閣の
年齢構成とは無関係な特殊の関連が存在していると推定さ
れる。そのrl」でFM　I抗体と松本抗体の問にかなり高度の
順相関が見らXしるが，これは両株「ウ」がA－primeに属
し類属抗原を有する．ことから説明出來る。ところがA型に
属するPR　8株もこれ等の株と若干共通の抗原を；有してい
るにかかわらず，PR　8抗体とFM　1及び松本抗体との間に
はなん等の関係も認められないのに対して，これと質的に
抗原構造の異なるLee抗体との聞に最も高い順相関が存在
しているζとは興味深い。即ちPR　SとLee抗体の間には
他の類属抗体及び年齢素因と無関係な特殊の関連が存在し．
ていると考えられた。
Table　2．PaTtial　Correlation　Coe．fiicients　bet2veen　Serum　Antibody　Titers　for
Va．rioacs　lnfczeenan　Vi？’u．s　Strains　in　’November，　1951　・
Combination　of　antibody
PR　8（1）：　Lee　（2）
PR　8（1）：　FM　1　（3）
PR　S　（1）　：　Matsumoto　（4）
Lee　C2）：　FM　1（3）
Lee　（2）　：　Matsumoto　C4）
FM　1（3）　：　Matsumoto　（4）
Partial　eorrelation　coeMcient
Zero－order
r12
rt3
rl“
rL）3
r2－
r34
　O．3・2Xee
－O．12
－O．20eeac
－O．02
　0．02
　0．65acac
Second－order　．
r且2・31
rt3．L，・1
rL4一・2：S
r23・1・罫
r24－13
r！ll・1ヨ
　O．34acee
　O．03
’O．18tk
－oLos
　O．10
　0．66Xee
Third－order
’r12．315
rl：，．・L145
ri4．2踏
rL）r，，1，jbr
rLN，ltlro
r：Sl・IL15
???0
2．??0
4．?0　「
500　一
??JO
660
See　footnote　in　Table　1．
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　21，昭和26年11月における成績：前回から5箇刀を
経過した後に同一集團について各抗体間の関係を買繋する
とTable　2の如くである。即ち互に他の因子の影響を沿去
した3次の偏相関においてもなお有意ll生を保持しているも
のはFM　1対松本抗体の関係のみである。またTable　1の．
成績と比較すると3次の偏相関においてPR　8対しee抗体
　　　　　への相関度の低下とFM　1対松本抗体の相関度の著しい増強
が見られ，ともlc　O．1％の危伸率で有意の変動をしている。
こZLをPR　8対しee抗体の関係につ）・て観察すると，軍相
関において既にかなり低下しているが年齢の影響を浩去す
るまではなお有意の順相関が見られることから，これは両
抗体がともに年齢と並行してその値を変化していることに
甚ずく見掛けの現象と考えられるbまたFM　1対松本抗体
順相関が著しくナ曽弧していることから，この間の両抗体
をともに同方向に変動させるような因子が作用したと想像
されるが，この推定は前報に述べた松本株に対する抗体の
集團変動と一致している。
Table　’3．PaTtial　Correlation　CoeLt7ieients　bet2veen　SeTum　Antibody　Titers　for
　Vαγious」rnjZzeeTczα碗働s　StTαins伽Mαrcん，1952
Combination　of　antibody
PR　8（1）：　Lee　C2）
？R　8　（1）：　FM　1　（3・　）
PR　8（1）　；　Matsumotd　C4）
Lee　（2）　：　FM　1　（3）
Lee　（2）：　Mat＄umoto（4）
FM　1　（3）　：　Matsumoto　｛4）
Partial　eorrelation　coeMeient
Zero－order
r12
r13
r14
r23
rL）4
r34
　O．41．Xee
－O．03
－O，19eeX
－O．07
－O．03
　0．or2－ve－x
Seeond－order
rlL，一34
rl：一94
r14，L2‘．l
r23．1－1
r24，13
r／1“，1L）
　0．43鞘
　O．12
－O．23XX
－O．11
　0．10
　0。54撒
Tbird－order
rtL，一3gor　O．16ac
rtti．Lu」r　O．06
r14・L］25　一〇．04
rL）3．’14Jr　一〇．OO
r24・13s　O．13
rfll・i・：s　O．55eeve
See　footnote　in　Table　1．
　31昭和27年3月における堺町：前回から夏に4箇刀
を経過した翌年3，月に再び前側の関係を観察するとTable
3のXtTlき結果が得られた。表．に明かなようにPR　8対1」ee
抗体問の3次の偏相関が再び有意になった点を除けば，第
2回目の成績と大差が見られない。前報に述べた如く第ユ
回及び第3回目測定においてFM　1抗体の水準が各年齢群
ともに最も高く，且つその間に年齢による差異が殆ど認め
られなかった点より，それぞれの時期にFM　1株「ウ」に
よる流行及び：不顯性感染があったと推定したが，第1回の
FM　1対松本抗体の相関は第2，3回の値に比べて著しく低
い。これは最初の測定が流行終煤後少くも4箇刀を経過し
てから行われているに比べて第2，3回の測定は流行後未だ
日が浅い年期に行われたことを考えると，流行株に対する
抗体と類属株に対して随俘的に生じた抗体とは，流行が終
煤した後の低下の度が等しくないことを示すものと思われ
る。これに対してPR　8対しee抗体の相関度の推移は前者
と正叉対である。その理由は明かでないが両抗体の自然低
下の速度，A－prime株による感瑠こ俘なう随伸的抗体の上
昇，感染時に有していた各抗体の量的関係等の種々な因子
の作用によると推定される。
Table　4．　．Partial　CorTelation　Coefiicients　of　．Third－07”der　・between　Age　and
　五％励。吻：riteods　in　Successive　PeTiod〔ザexαminαti㈱．：Vlbe　value　in　the
　　　Pαrentheses　Jndicαte　Simple　OOTrelation　CoeLOicients　Respaectiv吻
Period　of　examina七ion
Ms・L’，，4　（PR　8：　Age）
r・一，s・：i4　（Lee：　Age）
rrn．・iz4　（PM　1：　Age）
r4Jr・iL，3　（Matsumoto　：　Age）
Jun，　1951
　O．45－XN　（O．66）
　O．25一’X　（O．58）
　O．05　（一〇．17）
一〇．42ac・N　（一〇．53）
Nov．　1951
　　　，
　O．64‘ve　ac　（O．69）　，
　o．20N’n　（o．3一
一〇．Ol　（一〇．18）
一〇．18ec’一X　（一〇．28）
Mar．　1952
　O．72acee　（O．77）
　O．20ee＊　（O．42）
　O．03・　（一　O．07）
一〇，16X　（一〇，24）
See　foo七note　in　Table　1．
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　　　　　　B．各抗体と年齢との関係
　前報で各抗体と年齢との関係を」餌且関を用いて観察した
が，前章の研究で各抗体相互のllrjには測定の時期により，
それぞれ特有な関係があり，これが抗体と年齢との関係に
影響していることが認められたので，他のすべての抗体の
影響を除去した3i欠の偏相関によってこの関係を改めて検
討した。その威風はTable　4の如く前前の畢相関に比べて
3次の偏相関係数は一般に可成り低下するが，その他にも
単相関では明かでなかりた種々の特性を見ることが出山る。
即ちPR　8抗体と年齢との相関は時期の推移に從って相関
度が次第に増強して行く傾向が認められ，Lbe抗体と年齢
との相関は他の因子による見掛けの変動が調整されて，ほ
ぼ一定の弱い順相関が維持されているのを見る。しかしこ
の表で最も．獄ﾚされるのは前報でFM　1抗体と年齢との醐
に認めた逆桶関々係が他の因子の影響を除去したために滅
失したことであって，從って両者の間には本質的な関係が
無いことが明かになった。これに対して松本抗体と年齢と
の問には3次の偏相関でも弱いながらも全観察期聞に渉っ
て有意の逆相関が存在することを知った。しかしその相関
度は日糊の擁に從って低下し・特に鯉回目の測定から
低下の度が著明でこれは1％の危興野で：有意である。松本
抗体と年齢との相関度がかくの如く…糊に低下した理由を
考察するに，前章でこれと時期を同じくしてFM　1抗体と
松本抗体の柑関力粗しく上昇してL…ることから・この閥に
松本株「如による不二性感染力起っていたと推定された・
また流行株「ウ」に対する抗体は年齢とは無関係に上昇し
その亭均抗体債の水準には年齢差力：需忍め露ないと・・う報
fli　6），T）・12）・13’）から考暴すると，この間における血清抗体の
輔f出動は松本株「ウ」a・流行をsesく想像させるもので
ある。
　　　　　　　　　　考　　　按
　　「イ！の感染を受けた際流行株に対する抗体
が」堺すると同時に盛典「ウ」に対する抗体が出
現することが知られている。この際産生されldO’e
体の特異性についてllti．FT／／kの見ナ也から研究されて
11
V・るが2）’一9）その中特に「ウ」の抗原構造と1固体の
年齢・素因が抗体の特異性に密援iな関係があること
’fl　s；1．呵かになった。
　先ず「ウ」の抗原構澁との関係であるが，同型に属す
「イ・ウ」でも株に特異な抗原の他に，型に共逓の抗原都
分を含むことが知られ5）・14）司7）これについてHirst5）は者
株間に戯著な差異を認める時は，これは株特異抗原の質的
薙異に基．つくものであるが，差の少ない場合は共一並に含ま
れている群（型〉特異抗原の量酌差1異によることが多いと述
べている。從ってMagi11等16）のし・・Nう如く同型の「ウ」も
流行を反覆することによってその抗原構造が漸進的に変化
するものと考えると，流行の際その「ウ」に対する抗体と
ともに過去の流行において分離した「ウ」株に対する抗体
が随俘的に出現することは容易に想像されるとこるである。
しかし更にA型「ウ」による感藻の際A型抗体とともにB
型「ウ」に対する抗体が上昇することも観察されており，
BQdily等4）はこれをanamnestic　reactionによるものと
している。
　次は感染を受けた個体の年齢的素因と生じた抗体の特異
性との関係である。これについては同型及び異型の各株
「ウ」に対する抗体産生を慈って多くの報告があるが，6）一s）
1合）一一24）これを総括すると「イ」に感染した際：幼砦者ではそ
の時の流行株に対する抗体のみが特異的に出現するに対し
年長者では同時に他の「ウ」株に対する抗体が生じ，從っ
て抗体の特異性は一般に年齢を堰すに從い減弱すると考え
られている。同様のことは流行間期に保有する抗休につい
ても認められており，Burnet等，6）Brown，21）Hare箏2）は
ともにこれを年長：者は過去において種々の「ウ」の感染を
反覆経験していることと，同一の「ウ」株でも感染を重ね
るに從って生じる抗体の非特異性が藩しくなる事蟹を以て
年齢による「イ」抗体の特異性の相異を設明している。
　以上のように「イ」抗体のre生V・z　ect多くの因子が相互に
作用していると考えられるので，從って「イ」の流行賦
は流行間期こおいて隠里抗体の産生及びその推移変動が互
に如何なる関連をなしているかを知るには，相対する抗体
以夕トの一｝べての因子の影響を除去した上で楡噛する必要が
11）　遠藤：　統著／’t数理講隆！亙2，133　但召26，。
】2）輻見他1日本医学3422，146〔昭23）・
13）加地：輻岡医学雑誌42，33‘1951）．
14）　Friedewald，　W．　F．：　J．　Exp．　Med．　79，　633　（1944）．
ls）　Sigel，　M．　M．：　J，　lmmunol．　62，　S　l　（1949）・
16）M。gill，　T．　P．＆J・t・，’A，　C．：J・B・・し64，619（1952）・
17’j　Fuilurhi，　H．　et　al．：　Jap．　Med．　J．　4，　163　｛195．1｝・
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ある。しかし從來の報告ではかかる点を考慮したものが極
めて少ないので，私は偏相関法を用いてこの間題を槍討し
た。その結果論抗体相互の問においては全期間を瓶じて，
FM　1抗体と松本株の聞にかなり高い順相関々係が存在す
ることを知ったが，これは両株「ウ」がともにA－prime
に属していることから当然のことと思われる。しかし同時
にPR　8抗体とLee抗体との間にも有意の［1fi相関が認めら
れ，これは両株「ウ」の抗原構造からは説明し難い現象で
ある。．夏に両者の相関を時期的に比較すると第1回の測定
に比べて第2回以後の相関度は著しく減弱しており，その
低下が年齢の影響を除いた3次の偏相関において特に著し
いことを考えると，PR　8抗体とLee抗体の問に見られる
順相関は抗体相互問の本質的な関係というよりも，各抗体
が年齢素因によって同じ程度の影響を受けているためと考
えたい。これに対してFM　1抗体と松本抗体の順相関は前
者と反対に第1回の値に比べて第2回以後の相関度が著し
く高まっているが，前述した如く第1回の測定：は「イ」の
流行終臆後約4箇月目に行われているに対し第2，3回目の’
測定は流行から余り時日を経過しない時期に行われたもの
であることを考慮すると，流行の終焼から時日を経るに從
って流行株に対する抗体と類属株に対する抗体は低下の度
が異なるものと推察される。次に私の成績で興味あるのは
PR　8抗体とFM　1及び松本抗体の問の關係である。即ち
FM　1株及び松本株並びにこれと極めて類似の「ウ」株の
感染の際，それぞれに対する抗体とともにPR　8株に対す
る抗体が上昇することが知られているが，9）・24）私の成績で
はPR　8抗体とFM　1抗体との問には殆ど関連が見出さオし
ず，夏にPR　8抗体と松本抗体では2次の偏相関までは溺
いながらも明かに有意な逆相関が存雀していることが証明
された。しかし年齢の影響を除去すると有意性を沿失する
ところがら，この現象は両抗体の本質的な関係とはいえな
いが，後述する抗体と年齢との関係を併せて考察すると興
味ある現象と思われる。
　次に各型抗体と年齢との関係を他の3種の抗体の共存に
よって修飾される影響を除いて検討したところ，PR　8及
びLee抗体と年齢との問には全期間を通じてかなり高い順
相関々係が，また松本抗体と年齢との問にはかなり高い逆
相関が存配するが，時期の推移とともにその相関度が著し
く低下することを認めた。この成績は前述で得たところと
同様であって，從って」これ等の各抗体と年齢との関係は本
質的なものと考えられる。「イ」の流行のない時期にA型
及びB型「ウ」に対する抗体を測定した多くの報告によれ
ば各抗体ともに個体の年齢が増すに從って上昇し，10～15
歳に至って戌入の水準に達することが知られており，私の
成績もこれと同母の傾向が見られる。その理由は前述レた
如く過去においてこれ等の「ウ」の感染を受けたことと，
その後も「イ」の流行を反覆して受けているために生じた
類属抗体の上昇と，Bodily等の唱えるanamnestic　reae－
tionが年齢の多い者程強く起っているためと解される。こ
れに対して前言においてFM　1抗体と年齢との岡に認めた
逆相関々係は他の抗体の影響を除去すると殆ど全く消失し
両者の問には本質的な関係がないことが証明された。「イ」
の流行間期における抗体と年齢との関係については上述の
如き一定の傾向が認められているが，流行から余り時日を
経過しない噂期においてはBurnet等6）のMelbou：　ne抗
体，Adams等7）及び幅細隙12）のPR　8抗体，夏に加地】3）の
報告におけるFM　1抗体の年齢分布が示すように，流行株
に対する抗体の保有量は年齢の如何に関せず殆ど同等であ
ると考えられる。．この知見に從えば測定された抗体の中で
年齢との偏相関が最小なる抗体に対序する「ウ」が最近の
流行株と推定きれるが，操25）はかかる現象は同種「ウ」の
頻回の流行を経て集團の免疫が普遍的になって初めて成立
するものであり，新しい抗原構造の「ウ」による流行を初
めて受けた場合には未感染者がなお残存するために，集團
の抗体は署しく低い値から著しく高い値ま．でr11廣く分布す
ると述べ，この現象に基づいて氏等の集團的抗体測定によ
る「イ」流行の診断i理論を提唱している。但しこの理論は
A及びB型「ウ」による流行のみに限定し，A－prime株に
対しては保留されている。
　私の成績において流行株「ウ」の種類を先瞼的に仮定し
た場合，その血清疫学的諸現象が既述の如き知見と如何な
る点において合致し或は背反するかを考察して見よう。先
ず昭和26年初頭の流行をFM　1株によると仮定すると，
抗体と年齢との関係及び広報に蓮べた各公査の平均抗体債
の高さの点では從來の知見と夏！一致するが，異種である
松本株「ウ」に対する類属抗体の産生は幼署者程著しいこ
とになり，これまでの報告と署しく相反する。夏に松本株
は1950～51年以後の流行株と見倣されているので，】6），：6）＊し
の対象とした面訴のみがこの世界的傾向と逆行する「ウ」
株の感染を受けたとする仮定そのものも或程度の疑いがあ
る。よって次にこの流行が松本株に因るものであり，且つ
その後においても同松「ウ」による流行が反覆されている
と仮定：すると，前述した如く抗体と年齢との関係及び各集
團の亭均抗体債の病期的変動傾向においてこれまで知られ
ているところと心裏．く相反するが，流行株の想定に無理が
なく，また流行が反覆されるに從い罫抗体と年齢との相関
係数の絶対値が著しく小さくなっている点は，この仮定に
良く適合している。更にFM　1抗体と年齢の相関がなお低
25）・操　　：VIRUS　2，123（1952）． 26♪輻見：日本医事新報1502（昭28）．
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いことは，FM　1橡「ウ」の浸淫が最近まで存：在していた
と考えるとee‘Zfi）の理論によって観明することが1il來る。從
ってこの仮定の下では新しい「ウ」の流行の初期には年齢
の幼砦な者ほどこれに対する抗体の産生が著しいが，流行
が重なるに從って抗体の年齢差が縮少し，更にその浸淫か
ら時日を経過するに俘なって反対に年長の者ほど高い抗体
を得有するというように，．両者の相関の描移に蓮続的な体
．系が習えられるよ．うに思われるが，上述の理由から直ちに
これを容れることは出來ない。
　　「イ」．の血清疫学tiz関するこれまでの研究には
抗休の集面的測定値から1，2の特性値を求めて出
軍に推論’しているものが大多数であるが，上述の
諸点を老察するとかかる研究においては測定値の
解析方法とその成績の疫．学的解釈を一重に考慮す
る必要の．あるこ．とが理解される。
結 論
　札幌市内の小，中，高校生徒を対象と．して昭和
26年6月から翌年3月に至る間に各株「イ・ウ」
に対する抗休を集團的に測定し，各抗休相互の関
係及び抗体．と．年齢との関係を偏相関を用いて槍討
し次の成績を得た。　　　　　　　　　　　『・
　　1）PR　8抗体とLee抗体の間及びFM　1抗体
と松本抗体の闇には順相関k係が存在し，前者の
相関度は時日の経過とともに減弱するが後者では
反対に増強する傾向がある。
　　2）PR　8及びLee抗体と年齢との間には順相
関が，松本抗体と年齢との間には逆相関が成立し
ているが，FM　1評語との1．閉には有’意な関係は認
められない。
　　3）抗体と抗体及び年齢と抗体闇の相関度の時
期的推移を血清疫学的に槍干し，この聞の「イ」
の流行を推定．した。
　　4）現在の「イ」の研究に：おいて行われている
抗体測定値の解析方法とその血清疫学翻意．味づけ
について楡討．した。．
　　　　　　　　　一　　　　　　　　　（”召禾028，11．2受付畠）
Summary
li
　　　Sera　which　were　collected　from　primary　school．pupils，　junior　and　senior　high　school
students　in　the　City’　of　Sapporo　during　the　period　of　June　1950－March　1951　were　exam－
ined　on　haemagglutination－inhibition　antibody　titers　for　various　strains　of　lnfluenza　virus．
The　interrelations　among　each　antibody　titer　and　correlation　between　age　and　antibody
titers　were　observed　by　means　of　partial　correlation・　The　follpwing　results　were　obtained．
　　　1）　A　positive　correlation　between　PR　8　and　Lee，　FM　1　and　Matsumoto　antibodies
existed　during　the　entire　period　of　observation・　The　correlation　coefficients　of　the　former
have　a　tendency　to　decrease　while　the　later　increaseS　with　the　lapse　of　time．
　　　2）　A　positive　correlation　beticveen　PR　8，　Lee　antibodies　and　age，　and　an　inverse　cp－
rreiation　between　Matsumoto　antibody　and　age　existed，　but　no　significant　relation　between
FM　1　antibody　and　age　was　observed　during　the　entire　period　of　observation．
　　　　3）　The　periodic　fiuctuation　of　correlation　coethcients　between　each　antibody　titer，．
and　between　age　and　various　antibody　titers　were　observed．　From　a　serQlogical　and
epidemiological　point　of　view，　the　results　suggested　that　’herd　infections　of　the　population
to　lnfiuenza　virus　’had　occurred　during　the　period　of　observation．
　　　’4）　The　analytical　methods　on　the　titrated　serum　antibody　titers　which　have　been
used　in　current　studies　on　lnfluenza，　and　their　serological　and　epiderniological　interpret－
ations　were　discussed．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov．　2，　1953）
